
 
 
 
 
運動会を終えて ～子どもたちの「学ぶ力」を育むために～ 

校長 櫻 井 貴 志   
 

初夏の風が心地よい季節となりました。皆様には、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

去る６月７日（土）には、曇り空を吹き飛ばすような子どもたちの熱気の中、「自分自身を信じて、最大

限の力を出し切ろう！」のスローガンのもと、盛大に運動会を開催することができました。徒競走でゴール

を目指す真剣な眼差し、団体競技で仲間と力を合わせるたくましい姿、そして表現運動で見せてくれたきら

きらの笑顔。子どもたち一人ひとりが主役となり、力いっぱい輝いた一日でした。この運動会を通して得た

自信や一体感を、今後の学校生活に繋げていけるよう、教職員一同、指導に励んでまいります。 

保護者の皆様、地域の皆様には、温かい拍手と心のこもった大きなご声援をいただき、誠にありがとうご

ざいました。また、終了後の後片付けにも多くの方々にご協力を賜り、心より感謝申し上げます。皆様の温

かいお力添えが、鷲別小学校の教育活動を支える大きな原動力となっております。この場を借りて、ＰＴＡ

の係活動（トイレ清掃）にご尽力いただいた皆様にも、重ねて御礼申し上げます。ありがとうございました。 

 

さて、話は変わりまして、毎年実施されている「全国学力・学習状況調査」ですが、これまでの調査結果

からは、日々の学習における子どもたちの頑張りが見られる一方で、本校の児童が今後さらに伸ばしていく

べき課題も明らかになっています。 

その一つとして、「文章を正確に読み解く力（読解力）」が挙げられます。 

特に、算数の調査結果を詳しく分析しますと、興味深い傾向が見えてきました。それは、多くの児童が、

問題文を読んで「どのような計算をすればよいか（立式）」を考える段階でつまずいてしまっているという

点です。複数の情報や条件が書かれた文章問題に対して、その関係性を正しく理解し、足し算、引き算、掛

け算、割り算のどれを使えば答えを導き出せるのか、道筋を立てることに苦戦している様子がうかがえます。 

一方で、大変素晴らしいことに、一度「式」さえ立てることができれば、多くの児童が正確に計算をやり

遂げ、正答にたどり着いています。これは、授業や家庭学習での繰り返し練習の成果であり、計算する力そ

のものは着実に身についている証左です。この計算能力は、子どもたちの大きな強みであると捉えておりま

す。 

このことから、本校の課題は、単なる算数の計算能力にあるのではなく、問題に書かれている言葉や文章

の意味を正確に理解し、何を問われているのかを把握する「読解力」にあると考えられます。この力は、算

数のみならず、国語はもちろん、理科や社会など、すべての学習の土台となる非常に重要な力です。 

学校としましても、この課題を真摯に受け止め、授業改善に繋げているところです。また、読解力を高め

るために、今年度は読書活動にも力を入れています。図書館司書の力を借りながら、読書量のアップを目指

しており、これまでのところ昨年と比べ、貸出冊数、貸出人数ともに２倍以上に増えている状況です。本が

身近にある生活が普通になるよう今後も取組を進めてまいります。 

 

子どもたちの健やかな成長のためには、学校とご家庭との連携が不可欠です。本校の課題と取組について

ご理解いただき、共にお子様の「学ぶ力」を育んでいけますよう、今後ともご支援、ご協力をお願い申し上

げます。 
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７月行事予定 ※帰宅時刻午後６時 

 
 

熱中症対策  
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手作り雑巾５０枚の寄贈  
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６月のできごと 

大運動会 


